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福島県いわき沿岸に大量に発生した魚類の鰭傷害について

(資料)

鈴木 馨・小野寺英也

On the Fin Disease of Fishes Occurred in the Coastal 

Region of Iwaki， Fukushima Prefecture 

(Materials) 

Kaoru S UZUKI and Hideya ONODERA 

まえがき

昭和 45年より 46年にかけて、福島県いわき沿岸に大量に発生した魚類の鰭傷害については、その

概要を前報、Di)において報じた。また隣接する平潟、大津の沿岸海域においても同様の魚類の錯傷害

がみられておれこれらについては茨城水試からの報告 Dがあるo

乙の異常な現象は昭和 45年 7月に発生し、昭和 46年 5月ごろをピークとして漁獲量、混獲率とも

に減少し、鎗膜の再生されたカレイが散見されるなど、昭和 47年以降はほとんど回復しつつあるよう

にみえる。しかしながらこの種の症状を示す魚類の漁獲は全国的にもまれな事例であり、記録として

とどめる必要があると考え、また前報i)~に新たな知見を補足する意味から今回、福島県水産試験場
が加工、漁業、漁海況、増殖の各部と、調査船 u拓水H 引あづま"による総合的プロジェクトチーム

の編成により実施してきた調査に検討を加えたので、資料として報告する。なおこの海域の理化学的、

生物学的環境については、過去に数多くの調査報告'!)~めり 1りがなされ、かなり克明に把渥されてい
る。

ー報告にあたり、調査に御指導と御協力を賜った東北大学農学部水産学科狩谷貞二助教授、芳賀克子

技官に深謝します。また漁獲試験に全面的御協力を戴いた小名浜、勿来の両漁業協同組合の各位に厚

く御礼申し上げる。

方 法

昭和 46年 5月 27日小名浜、勿来両漁業協同組合所属の小型板曳漁船 25隻により曳網回数延 67回

にわたる漁獲調査を実施した。調査地点を図 1に示す。得られた標本につき鰭傷害魚の分布、魚種と

体長組成、繕傷害魚の混獲率、病徴観察、寄生体、魚体重金属分析、病理組織学的検索などを実施
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車時

した。

病理組織学的検索については血液盗抹、患部

塗抹、組織標本などの固定を船上で処理し、そ

の後の検索を東北大学に委託した。

結 果

鰭傷害魚の症状

1 .肉眼的症状 鰭がいわゆる"とろけた"よ

うな状態で、症状のひどいものは消失している。

軟鋒条は一部残っているものもあるが大部分は、

軟組織の崩壊とともに消失している。繕の患部

は著しい粘液状の分泌物でおおわれている(写

真 1)。初期症状を示す魚体の体表には充血な

。ー...__.__._.5:lOd"' いし赤斑のみられるものが多く、また重症のも

のは白っぽい体色を呈し、死後硬直を経ずに腐

敗現象に移る傾向がみられた。症状の初期のも

図1.漁獲調査地点 のは繕膜に膿状の潰療がみられるが、魚体に潰

塩屋崎

図2.鰭傷害魚海減別出現頻度

図中の数字は
(鰭傷害魚 )/C漁獲尾数)

蕩を起す個体はなく、また絵基部の筋肉にも異

常を認めない。潰蕩の発現部位は繕先端より 5

棚以上繕基部に近づいた部分から起っている。

魚体表面にカリグス Caligusなどの寄生体地弘

られるO

2. 寄生体マコガレイの体表にカリグス

C al igt~s の付着がみられた。表 1 に調査地点別

に漁獲されたマコヵーレイのカリク';'"Caligus 付着

数を示す。一尾当りの平均付着数からみると、

S t • nの1.39とSt. Iの 0.80が多い傾向が認

められた。カリグス Caligus!ま活発な遊泳力を

もっていた(写真 2)。またエラの内側からは

表1.調査地点別漁獲マコガレイの

カリグスCα li gu s付着数

k 
カリグ 測定魚 魚体一 魚体元説

ス 体数 尾平均 ひどいも

(尾) (尾〉 付着数 の(尾)

8 10 0，80 3 

E 18 13 1，39 5 

E 。 22 。 1 

W 16 79 0.20 10 

V 。 7 。 2 

W 2 11 0，18 1 

『司守
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L epe ophthf! irns}{f，のもの一種がみられ、 15棚程度の筒状の長い寄生体で運動力はもたなかった。倭

傷害魚の内臓には、奴虫類特にEcte出 rus paral ichthydisの寄生がみられた。 なお、茨城水試の

からは、鯵の組織内に扇形動物の寄生とクロウシノシ夕、アカウシノシタに胞子虫類の"ひのう"が

認められることカ報告されていることを付記する。

表2.調査i也点別鰭傷害マコガレイの出現頻度

( )内は%

地将

正常 初期 中期 後期 鰭傷害 測定魚体
魚合計 の合尾計

尾 尾 尾 尾 尾

13 1 6 3 10 23 
(57) ( 4) (26) (13) (44) (100) 

E 17 7 5 1 13 30 
(57) (23) (17) ( 3) (43) (100 ) 

E 
13 2 8 12 22 35 

(37) ( 6) (23) (34 ) (63) (100) 

N 
57 22 29 28 79 136 

(42) (16) (21) (21) (58) ( 100) 

V 7 1 4 2 7 14 
(50 ) ( 7) (29) (14) (50) (100 ) 

W 115106  
(58) I( 0) 1(23)1(19)1 (42) 1 (100) 

表3.調査地点別鰭傷害アカシタビラメの出現頻度

( )内は%

:23喝尽¥Z 
正常 初期 中期 後期 絵魚傷合計害

測定魚体
の合計

尾 尾 尾 尾 尾 尾

26 。3 8 11 37 
(70 ) (0) (8) (22) (30 ) (100) 

E 
41 8 2 1 11 52 

(79 ) (15) (4) (2) (21) (100) 

50 5 2 1 8 58 m (86) ( 9) (3) (2) (14) (100) 

W 
62 2 3 5 10 72 

(86) ( 3) (4) (7) (14) (100) 

V 
7 1 。。 1 8 

(88) (13 ) (0) (0) (13) (100 ) 

W 
。 。 3 。00)1 (0) 1 (0) (0) (0) (100) 

調査地点別鰭傷害魚の分布と混獲率

鰭傷害魚の海域別出現頻度を図 2に示す。

漁獲された有用魚の総漁獲量は 286Kg(898 

尾〉で、このうち鰭傷害が認められたものは

3 0 Kg ( 10 ro) ， 208尾(23 %)におよん

だ。なかでもマコガレイ、アカシタビラメが

漁獲尾数、混獲率ともに高い傾向が認められ

た。鋒傷害をおこしているマコガレイ、アカ

シタビラメについて調査地点別、傷害の程度

別にみた出現頻度をそれぞれ表2 ，表 3に示

す。表 2より鰭傷害マコガレイは総じて全域

にみられ、 40~ 60 roの混獲率を示した。ま

た St.m ; St. Nにおいて、症状のひどい中

期、後期を示す傷害魚の混獲率が高い。アカ

シタビラメについては、表 3より、 St.1 ， 

Eが繕傷害魚の混獲率が高く、また漁獲努力

の割に漁獲尾数も多かった。症状別には St

Iが中刻、後期の重症を示す鰭傷害魚が多く

漁獲され、 St.n は初期症状を示す繕傷害魚

の漁獲が高かった。

鰭傷害魚、の魚、穏と体長組成

昭和45年 9月から、昭和 46年 5月迄に福

島県水産試験場において確認した鰭傷害魚の

魚種は、マコガレイ、アカシタビラメ、ムシ

ガレイ、ヒラメ、マフグ、イシモチ、ニベ、

クサウオ、マガレイ、ェゾイソアイナメ、 ヒ

ダリガ Yゾウピラメ、パパカ。レイの 12種類

であり、なかでもマコガレイ、アカシタビラ

メが昭和 46年 5月の調査で、 全漁獲尾数に

対する鰭傷害魚の混獲率でそれぞれ、 54%， 

22 roと高い値を示した。マコガレイとアカシ

タピラメの正常魚と鰭傷害魚の全長組成比較

を図 3， 4に示す。魚体の大きさには無関係に鰭傷害魚の出現がみられる。

魚体中の重金属

福島県菊多浦沿岸のマコガレイ、ヒラヘイシモチ、宮城県荒浜沿岸のマコガレイについて魚体中

の重金属分析を実施した。正常魚体中の重金属含量を表4に、鰭傷害魚の魚体中重金属会量を表 5に

示す。魚体は部位別にわけて、硝酸一過塩素酸により湿式分解し塩酸で加熱溶解後、カドミウム、亜

鉛、鉛はジチゾン抽出吸光光度法、銅はジエチルジサオカノレパミン酸ナトリウム法による吸光党度法

で定量した。
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図3.マコガレイの正常魚と繕傷害魚の

の全長組成比較

錆阻害!II. 41尾

N;{C司}

正常魚 189尾

図4.アカシタビラメの正常魚と鰭傷害魚

の全長組成比較

表4.正常魚体申のd 重金属含量

(単位 r/gWel) 

魚種 入手先 部位 カドミ
ウム

銅 亜鉛 鉛

まと治当もい 荒宮城県浜 筋肉 。0.11 1，8 

H H 11 11 0.15 4，9 

11 11 11 11 1，11 3.3 

11 菊多鴻 11 0.045 0.21 3，52 0，22 

11 11 11 0，070 1，13 5，46 0.12 

11 荒宮減県浜 皮膚 。1，04 36，9 

11 11 11 11 0.83 12.7 

11 11 11 11 0.51 39.6 

11 11 11 11 0.43 10，5 

11 11 11 11 0，61 14.4 

11 11 11 11 0，35 1.1.3 

'1 11 11 11 1.88 25.3 

H 11 11 11 6，98 41.4 

鰭傷害魚と正常魚とを較べ場合、倍傷害魚が

若干含有量の高い傾向があるがさしたる有意差は

認められない。また宮披県荒浜沿岸のものとの比

較でも、カ子ミウムがいくらか菊多浦のマコガレ

イに検出されたほかは、ほぼ同じような含量を示

した。

病理組織学的検索

1. 鰭の傷害部を Susa液で固定し、トリクロー

ル酢酸で脱灰したのちパラフィン切片をつくり、

ヘマトキシりンーエオジン染色、アザン染色、グ

ラム染色をほどこして検鏡すると、血管が怒張し

充血の状態が明らかであった(写真 3)。白血球

が集合した炎症も認められ(写真 4)、組織中に

は胞子虫の存在を疑わせる異物が相当数認められ

た(写真 5 ， 6 )。

2. 血液塗抹標本は、船上で魚の心臓を露出させ、

これを破って流出する血液をスライド上に塗抹し

風乾後純メタノールで 5分以上回定し、研究室に

持ち帰ったものについて調べた。ライト染色後検

鏡すると、一般的に正常な血液組成を示したが、

時に白血球増多症が認められ、また、中性白血球

では分葉数の多いものの出現がいくらかみられ、

これらの現象はいずれも繕傷害のあるものについ

一司司.----
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表 5.鰭傷害魚体中の重金属含量(単位 r/gwet)

魚 種 入手先 部位
カドミ

銅 亜鉛 鉛
ウム

まこがれい 菊多浦 筋肉 0，049 0，12 1，70 0，24 

11 11 11 0，044 0.32 6，29 0，21 

11 11 11 0，054 0，27 4，83 0，26 

11 11 H 0，052 0，22 2，95 0，35 

11 H 11 0，038 0，22 3，60 0，24 

11 11 11 。 0.06 1，6 

11 11 11 。 0，04 1.3 

ひらめ 小名浜 11 t race 

いしもち 勿来 11 。 1.75 1. 25 

11 11 11 。 1.33 5.83 

11 11 11 。 0.84 5.13 

まこがれい 菊多浦皮膚 t race trace 3.3 

11 11 11 11 0.15 14.9 

いしもち勿来 11 。 1，44 33.5 

11 11 11 5.44 68.95 

11 11 11 。 8，50 67.00 

11 11 骨 t race 

11 11 11 。 0.86 12.8 

11 11 11 。 9.78 70.0 

H 11 11 。 1.50 39.0 

まこがれい 菊多滞 銀 4.19 45.5 

いしもち 勿来 11 1. 17 1. 08 12.7 

11 11 11 。
まこがれい 菊多滞内臓 t race 1.4 30.3 

いしもち 勿来 11 。 10.0 

11 11 11 。
まこがれい菊多浦肝臓 0.76 298 _12 58.52 0.43 

A 11 11 0.39 15.05 51.16 0.36 

11 11 腎臓 0.14 8.67 16.26 4.56 
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て現われている。赤血球原形質内毒性穎粒など

は見出されず、慢性的中毒の傾向はない。

3. 患部の塗抹標本は、風乾後研究室にもち帰

り、火焔固定後グラム染色、 Lofflerメチレ

ンブルー染色を施し検鏡したが、いずれの部位

にも多数の球菌、梓菌と血球残津が認められたO

4. 魚体外部をアルコールでふき、乾燥後切開

し、内容を一般寒天平板培地上に拡げ、室温10

~ 15 Ocで細菌を培養し、コロニーの発育を観察

した。数日後、各コロニーから菌を分離、生理

的食塩水に混じて再び平板培地上lこ流し、室温

にて培養、コロニーの発育をまってこれから斜

面培地に分離した。分離後、各菌種のコロニー

の形状および細菌形態から同一株を認定して、

菌の選別を行ったが第一次と第二次の選別の結

果、 22菌種含単離したが、茶白色の粘性あるコ

ロニーを形成する短梓菌が繕傷害魚に見出され

る特有の菌穫であった。

要 約

1.昭和46年5月 27日いわき沿岸海域におい

て、小型板曳漁船による延曳網 67回の漁獲試

験を実施したが、マコガレイなどの底魚類の有

用魚種のうち、総漁獲重量で 10'}'o(尾数で24'}'o)

の魚類が鰭部に傷害をおこしていた。

2.鰭傷害のおきている魚種はマコガレイ，ア

カシタビラメ，ムシカ*レイ，ヒラメ，マフグ，

イシモチ，ニベ，クサウオ.マガレイ，エゾイ

ソアイナメ，ヒダリガンゾウピラメ，バパガレ

イの 12種をこれまでに確認した。

3.特にマコガレイとアカシタビラメに鰭傷害

魚の混獲率と漁獲尾数が多かった。
11 11 11 0.23 1.97 20.39 0.93 

4・症刷工いわゆ母語が刊とろけた"ような状

態を呈し、軟鰭条も軟組織の崩壊と共に消失している。マコガレイなどの体表に充血ないし赤斑がみ

られ、カリグス Caligusなどの寄生体付着がみられた。

5. 魚体中の重金属についてカドミウム、銅、亜鉛、鉛の分析を実施したが鰭傷害魚と正常魚との比

較、および宮域県荒浜産のものと福島県いわき沿岸のものとの比較からみて、重金属が鰭傷害魚の原

因となっているとは考えられなかったo

6. 病理組織学的険紗ら、絵傷害魚の初期症状は血管の怒張と充血にあり、さらにすすんで潰蕩と

なるもので重症の鰭傷害魚は短梓菌を主体とする細菌類の二次感染によるものと考えられたO 充血の

起る原因についてはさらに、精査の要があるO
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PlateI.マコガレイの背鰭傷害

PlatellI.血管の怒張(鰭傷害マコガレイ〉

Plate V.胞子虫らしい異物体

Plate !I.マコガレイの体表に付着する
カリグス Caligusの雌

Plate IV.炎症(鰭傷害マコガレイ)

Pla te VI. Plate Vの拡大
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